
第６次松山市総合計画 基本構想（抜粋） 

 

まちづくりの基本目標 

(4) 健全で豊かな心を育むまち【教育・文化】 

次代を担う子どもたちの育成には、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

はもちろん、社会における「生きる力*」や「郷土を誇りに思う心」を育むこ

とが必要です。また、あらゆる世代の市民が学びやスポーツ活動を継続し、そ

の成果を社会で活用できるような環境を整備するとともに、本市固有の豊富な

文化・芸術を継承・創造していくことが求められます。さらに、性別や年齢、

社会的な立場などを問わず、全ての人が互いに尊重し合い、自分らしく生きら

れるような社会を形成することが望まれます。 

そのため、「学力」のみならず「心」と「体」の調和のとれた多様な教育や

各学校独自の特色ある取り組みを推進するとともに、人のつながりや伝統文化

を大切にしつつ新しい時代を切り拓いてきたふるさと松山のよさを学び、地域

に対する理解を深めるなど、子どもの育成において重要となる学校教育の充実

を図ります。そして、学校・家庭・地域が連携しながら社会全体で子どもを育

むとともに、子どもが主体的に活躍できるための環境を整備します。また、子

どもからお年寄りまで、生涯をとおした多様なニーズに対応する学習機会の提

供に努めるほか、地域スポーツや文化・芸術活動の活性化を図ります。さらに、

本市の誇れる文化財の保存や積極的な活用を図るとともに、あらゆる機会をと

おした人権教育・啓発活動を推進します。 

 

 

 

                                         

＊生きる力…いかに社会が変化しようと、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、

行動し、よりよく問題を解決する資質や能力など、「確かな学力」・「豊かな心」・「健やかな

体」から成る力 


